
今
後
５
年
間
で
障
が
い
が
あ

る
人
１
０
０
０
人
の
雇
用
の
実

現
に
向
け
た
協
議
を
す
る
障
が

い
者
千
人
雇
用
委
員
会
の
第
２

回
会
合
が
６
月
２０
日
、
市
役
所

で
開
か
れ
、「
基
本
理
念
」「
支

援
制
度
研
究
」「
就
労
創
出
」

の
３
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
議

論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

部
会
は
、
提
言
づ
く
り
や
今

年
度
行
う
実
働
的
な
取
り
組
み

を
、
具
体
的
・
戦
略
的
に
進
め

る
た
め
に
設
置
。
基
本
理
念
部

会
は
取
り
組
み
の
基
本
的
考
え

方
の
策
定
を
、
支
援
制
度
研
究

部
会
は
国
の
助
成
・
支
援
制
度

を
研
究
、
就
労
創
出
部
会
は
就

労
可
能
な
職
場
の
調
査
・
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
を
担
当
し
ま
す
。
９

月
開
催
の
同
委
員
会
で
、
各
部

会
は
協
議
結
果
を
報
告
す
る
予

定
で
す
。

同
委
員
会
は
今
年
５
月
に
発

足
。
障
が
い
者
関
係
団
体
を
は

じ
め
、
特
別
支
援
学
校
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
、
市
内
の
企
業
、
岡

山
県
立
大
学
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
の
代
表
者
ら
１６
人
で

構
成
。
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市
は
新
た
に
、
サ
ン
ト
ピ
ア

岡
山
総
社
を
所
有
す
る
太
洋
開

発
株
式
会
社（
本
社：

高
松
市
）

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
レ
ス
キ
ュ

ー
協
会
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）、

国
土
交
通
省
の
３
者
と
、
い
ず

れ
も
市
役
所
で
災
害
応
援
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

太
洋
開
発
と
は
７
月
４
日

「
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力

に
関
す
る
協
定
書
」
に
調
印
し

ま
し
た
。
標
高
約
８０
ｍ
の
立
地

や
広
大
な
敷
地
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
こ
と

を
生
か
し
た
協
定
で
す
。
災
害

時
に
は
サ
ン
ト
ピ
ア
岡
山
総
社

を
、
避
難
場
所
と
広
域
的
な
救

援
・
支
援
の
供
給
拠
点
と
し
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
幼
児
な
ど
を
避
難
さ
せ
る

福
祉
避
難
所
へ
の
協
力
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
避
難

所
の
指
定
は
市
内
で
は
初
め
て

で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
レ
ス
キ
ュ

ー
協
会
と
は
６
月
２４
日
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
を
す
る
災
害
救

助
犬
と
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
を

す
る
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
の
出
動

を
内
容
と
し
た
「
災
害
時
に
お

け
る
災
害
救
助
犬
及
び
セ
ラ
ピ

ー
ド
ッ
グ
の
出
動
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
。
同
協
会
は
、

「
現
場
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
活
動

の
た
め
、
災
害
救
助
犬
の
評
価

や
認
知
度
が
高
ま
る
こ
と
を
望

む
」
と
話
し
ま
し
た
。

７
月
８
日
に
は
、
被
害
の
拡

大
防
止
や
復
旧
対
策
な
ど
を
迅

速
に
行
う
た
め
、
国
土
交
通
省

中
国
地
方
整
備
局
と
、
災
害
時

の
各
種
デ
ー
タ
や
情
報
を
緊
密

に
共
有
す
る
内
容
の
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

広
域
供
給
拠
点
を
サ
ン
ト
ピ
ア
岡
山
総
社
に

防防防防　　　　災災災災

６
月
定
例
市
議
会
が
６
月
６

日
か
ら
２２
日
ま
で
の
１７
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
７

件
や
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

３
件
、
議
員
提
案
１
件
な
ど
計

１９
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

名
誉
市
民
の
江
口
敏
臣
さ
ん

か
ら
の
寄
付
な
ど
を
も
と
に

「
子
育
て
王
国
そ
う
じ
ゃ
基
金
」

を
創
設
す
る
た
め
の
条
例
の
制

定
と
積
立
金
１
０
０
０
万
円
の

補
正
予
算
の
可
決
を
は
じ
め
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
総
社
と
協
働
で

取
り
組
む
就
労
支
援
に
４
２
１

万
円
、
住
民
基
本
台
帳
の
シ
ス

テ
ム
改
修
に
５
８
４
９
万
円
な

ど
の
一
般
会
計
の
補
正
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た
。

議
員
提
案
は
「
市
長
の
内
部

組
織
の
見
直
し
を
求
め
る
決
議
」

で
す
。

一
般
質
問
の
な
か
で
、
建
物

が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
や
万

一
の
災
害
に
備
え
る
た
め
、
消

防
署
昭
和
出
張
所
を
移
転
整
備

す
る
計
画
を
示
し
ま
し
た
。
現

在
地
よ
り
約
４
０
０
ｍ
東
の
市

道
沿
い
の
土
地
に
、
移
転
を
検

討
し
て
い
く
計
画
で
す
。

第２回目の障がい者千人雇用委員会。委員１４人が出席し、部会
の設置の協議や障がい者の雇用支援への取り組みを聞いた

問
い
合
わ
せ

福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
（
1
(2
８
２
６
９
）

福福福福　　　　祉祉祉祉

障
が
い
者
千
人
雇
用
委
員
会

問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
（
1
(2

）

写真左から、「災害時における災害救助犬及びセラピードッグ
の出動に関する協定書」に署名・押印するＮＰＯ法人日本レス
キュー協会の伊藤裕成理事長、市長、萱原潤議長。伊藤理事長
は「私たちは民間団体であり、協定締結は、災害現場へのすみ
やかな出動につながります」と話した

写真左から、太洋開発株式会社の樋口高良代表取締役社長、
市長、萱原潤議長。３人は「災害時における支援協力に関する
協定書」に署名・押印し、固い握手を交わした

市
内
初
の
福
祉
避
難
所
の
指
定
、
災
害
救
助
犬
の
出
動
も

７
月
に
行
わ
れ
た
ガ
ラ
ス

張
り
公
開
市
長
室
の
各
会
場

で
、
被
害
を
少
し
で
も
少
な

く
す
る
「
減
災
」
を
テ
ー
マ

に
今
後
の
防
災
へ
の
考
え
方

を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
ず
、「
災
害
は
起
き
る

も
の
」「
防
災
へ
の
ハ
ー
ド

整
備
は
必
要
だ
が
、
そ
れ
を

超
え
る
災
害
が
発
生
す
る
」

「
普
段
の
行
動
に
防
災
を
取

り
入
れ
る
」
と
い
っ
た
認
識

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
で
の
自
主

防
災
や
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
な
ど
の
対
応
の
必
要
性

を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
大
災
害
の
発
生
時
に
、
身

を
守
る
す
べ
を
市
民
一
人
ひ

と
り
が
備
え
る
こ
と
が
大

事
」
と
参
加
者
に
訴
え
ま
し

た
。問

い
合
わ
せ

総
務
課

行
政
係
（
1
(2
８
２
１
８
）

市
民
と
と
も
に

減
災

３
部
会
を
設
置

移転整備する計画の消防署昭和出
張所が入る市昭和出張所。旧昭和町
役場としても使われた昭和３７年建の
３階建て。ほかに市昭和出張所や昭
和公民館日美分館などが入っている

消防署昭和出張所を移転整備
一般質問で答弁

６月定例市議会


